
　本年は、元日の令和6年能登半島地震から始まり、豪雨台風災害など様々な自然
災害の猛威にさらされてきました。この夏は「温暖化」というより、グテーレス国連事
務総長の「地球沸騰」という言葉がぴったりくるような異常な暑さに見舞われました。
　都は令和4年に新たな「首都直下地震等による東京の被害想定」を公表し、令
和5年には「東京都地域防災計画（震災編）」を修正しました。これを受け、区で
は世田谷区防災会議において「在宅避難の推進」「避難行動要支援者対策」「物資
供給体制の整備」「災害時医療救護」「共助の推進」「ペット同行避難」の6項目
を修正の重点検討項目として定め、「世田谷区地域防災計画」の修正作業に入っ
ています。
　また、現行の「世田谷区地域防災計画」の策定後に、新庁舎
に移転した災害対策本部の強化や、総合防災情報システムの
導入、在宅避難の推進、区立施設での充電スポットの整備な
どに取り組んでいます。
　「首都直下地震」への対策は急務であり、区民の皆さんと共
に計画のバージョンアップが必要です。「世田谷区地域防災
計画（素案）」をご覧いただき、より良い計画とするため、ぜひ、
皆さんの幅広いご意見・ご提案をお寄せください。
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●電話・ファクシミリ番号の市外局番「03」を省略して記載しています。
●本紙は、新聞折込のほか、区施設、駅、郵便局、ファミリーマート等で配布しています。

「世田谷区地域防災計画」とは「世田谷区地域防災計画」とは
　「世田谷区地域防災計画」は、昭和39年に策定して以来、国や都等の関係計画・
法令等、震災・風水害等の教訓を踏まえ、適時修正をしてきました。
　近年、災害対策関連法令の改正や新規制定、国や都等の上位計画の修正、そ
して全国で多発している水害や土砂災害、雪害の発生及び新たな教訓等、災害
対策を取り巻く社会情勢は変化しています。
　このような状況を踏まえ、より現実的で実効性の高い計画となるよう、区民の
皆さんや関係機関のご意見・ご提案をいただきながら、修正に取り組んでいきます。

計画の概要計画の概要

●区民と地域の防災力向上 ●安全な都市づくりの実現
●安全な交通ネットワーク及びライフライン等の確保
●応急対応力、広域連携体制の強化　●情報通信の確保
●医療救護等対策 ●帰宅困難者対策　●避難者対策
●物流・備蓄・輸送対策の推進 ●放射性物質対策
●区民の生活の早期再建

●水害予防対策　●都市施設対策　●防災運動の推進　●初動態勢
●情報の収集・伝達　●水防対策　●警備・交通規制
●災害時のトイレ対策の推進、ごみ処理、災害廃棄物処理
●ライフライン施設の応急・復旧対策
●公共施設等の応急・復旧対策
●応急生活対策　●雪害予防対策　●雪害応急対策

新庁舎での世田谷区災害対策本部運営訓練の様子（令和6年7月24日）新庁舎での世田谷区災害対策本部運営訓練の様子（令和6年7月24日）

区では、防災の基本となる計画「世田谷区地域防災計画」を修正し、その素案をまとめました。皆さんのご意見・ご提案をお寄せください。区では、防災の基本となる計画「世田谷区地域防災計画」を修正し、その素案をまとめました。皆さんのご意見・ご提案をお寄せください。

区民の皆さんのご意見・ご提案をお寄せください区民の皆さんのご意見・ご提案をお寄せください
世田谷区地域防災計画の修正世田谷区地域防災計画の修正世田谷区地域防災計画の修正世田谷区地域防災計画の修正 についてについて

問災害対策課 ☎5432-2262災害対策課 ☎5432-2262 FAX5432-30145432-3014

【ご注意ください】
本号のホームページ版ではこの
部分を切り取って宛名用紙とし
て利用することはできません。
ご了承ください。



修正の重点検討項目

スケジュール
（予定）

10月 計画（素案）の公表・意見募集（10月22 日まで）
7年2月 計画（素案）に対する意見の公表

3月 計画の公表

問災害対策課 ☎5432-2262 FAX5432-3014世田谷区地域防災計画（素案）特集号

●この宛名用紙を切り取り、封筒（長辺14〜23.5cm、短辺9〜12cm、
厚さ1cm以内、重量50g以内）の表面にしっかり貼り付け、ご意見等を
記載した書面等を入れて差し出してください。

●本計画（素案）に関するご意見等の提出にのみご使用ください。
●切手を貼って差し出された場合、返金等の対応はできません。

※長辺／14〜23.5cm
　短辺／9〜12cm
　厚さ／1cm以内
　重量／50g以内
　 例／長3・長40・長4・洋0・洋2・角8封筒
 （定形郵便物に使用できます）

裏面（この面をのり付け）❸郵便ポスト等から差し出します

❶宛名用紙を切り取ります
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❷切り取った宛名用紙を封筒※の
表面にしっかり貼り付けます
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区民意見提出手続（パブリックコメント）とは
　区が重要な条例・計画等をつくる際に、素案等の段
階で公表し、区民の皆さんからご意見・ご提案をいた
だき、施策に反映させる制度です。

　いただいたご意見は、計画の修正に向けて活用します。ご意見等の内容を集約し、
区の考え方とともに7年2月頃に公表する予定です（住所・氏名等は公表しません）。

ご意見・ご提案をお寄せください

提出方法

記入事項

●区のホームページ（前記二次元コード）から
●書面（ 記入事項 を明記）を郵送（右記宛名用紙を使用可）、ファクシミリまたは持参で
災害対策課（☎5432-2262 FAX5432-3014）へ
※点字表記・音声媒体・手話を録画した動画による提出可。
※障害等により、前記方法による提出が難しい場合は、災害対策課へご相談ください。

①ご意見・ご提案、該当する編（例：震災編）②住所または勤務先・通学先の所在地・
名称③氏名④法人・団体の場合は名称・代表者名・所在地

対象者 次のいずれかに該当する方
①区内在住・在勤・在学者　②区内に事務所や事業所を有する個人・法人・団体
③その他本計画（素案）に利害関係を有する個人・法人・団体

閲覧場所 計画（素案）の全文は、区のホームページ（前記二次元コード）、災害対策課、区政情
報センター、総合支所区政情報コーナー、総合支所くみん窓口・出張所・まちづくり
センター、図書館でご覧になれます。

提出期限 10月22日（必着）

区HP 18731

修正の重点検討項目

●在宅避難の利点や避難所生活の過酷さなどから在宅避難を推奨
していることを継続的に周知啓発し、区民の在宅避難に対する
意識高揚を図る。

●各家庭における備蓄や家具の転倒
防止など、区民の在宅避難への取
組みに対する支援を強化する。

●福祉の専門職等と連携して、個別避難計画に対する理解促進と
個別避難計画作成件数の増加を図る。

●実効性のある個別避難計
画作成等に向け、居宅介
護支援事業者等への個別
避難計画作成の業務委託
を実施する。

●物流事業者等の資源や専門性をいかした効率的な物資配送体制
を整備するとともに、支援物資・調達物資を迅速かつ確実に配
送するため、第1順位の地域内輸送拠点である羽田クロノゲー
トに加え、第2順位の地域内輸送拠点や区民会館等の物資集積
拠点の効果的な活用を検討する。

●平時から物流事業者等の専門性をいかした的確な備蓄物資管理
を実施し、災害時においても当該事業者の専門性をいかせる一
元的な物資管理体制の検討を進める。

●災害時に必要となる食料等の物品を確実に避難者に供給するた
め、備蓄物資の保管スペースの確保を進める。

●災害時における医療救護や薬事の拠点となる保健医療福祉総合プ
ラザについて、関係機関（区・保健センター等）の役割分担を明確
化した連携協定を締結するなど、災害医療対応の体制強化を図る。

●定期的かつ継続的な訓練を通じて、医療救護本部と医療機関等
の連携強化を図る。

●自衛隊中央病院における緊急医療救護所設置を含め、災害時に
限られた医療資源を最大限有効に活用し、実現可能な初動医療
体制の構築を図る。

●避難所運営委員会等への支援を強化するとともに、地域防災活
動の担い手の確保を進める。

●都の新たな被害想定や防災塾での課題検討等を踏まえ修正した
地区防災計画に基づき、地域・地区への支援を強化する。

●区内居住世帯の約5割をマンション居住
世帯が占めていることを踏まえ、マン
ション居住者や管理組合を対象とした説
明会等により日頃からの備えの大切さに
ついての啓発を実施するほか、マンショ
ンの自主防災組織設置の働きかけなど、
マンションの防災力向上に取り組む。

●飼育者をはじめとした区民へペット防災
に関する普及啓発を進める。

●在宅避難を前提としつつ、指定避難所に
おけるペット同行避難の受け入れ態勢の
整備や研修・訓練の実施、被災動物ボラ
ンティアの活用等による支援体制の仕組
みづくりを進める。

【ご注意ください】
本号のホームページ版ではこの
部分を切り取って宛名用紙とし
て利用することはできません。
ご了承ください。

在宅避難の推進【区民と地域の防災力向上】

避難行動要支援者対策【避難者対策】

物資供給体制の整備【物流・備蓄・輸送対策の推進】

災害時医療救護【医療救護等対策】

共助の推進【区民と地域の防災力向上】

ペット同行避難【避難者対策】

● 区HP 18731  区のホームページの検索メニュー ページIDから探す  へ番号を入力して検索すると、該当ページをご覧になれます。


